
亙
会
長
お
よ
び
役
員
緑
色
が
み
ら
れ
る
、
い
ず
れ
の
組
綴
は
九
劉
近
く
の
町
内
入
聞
が
む
し
ろ
各
荷
山
口
、
総
務
燃
の
渓
六
弾
〉
で
ゆ
め
争
点
・
小
緩
や
閉
で
は

金
用
留
の
豆
七
%
。
会
時
弘
、
会
員
務
会
で
も
大
部
分
申
会
長
は
議
も
っ
て
お

P
、
時
眠
大
の
枇
世
帯
数
総
務
葱
右
中
市
中
な
佐
官
帯
主
し
て
い
盛
岡
第
四
閥
円
六
九
が
〉
油
開
務
総
分

母
直
接
選
祭
で
会
同
其
を
き
ゐ
る
融
制
で
ゐ
争
、
会
長
設
に
専
従
し
を
も
っ
跨
何
回
で
は
コ
ヰ

1
一
九
る
場
合
が
多
い
門
茨
一
一
…
が
)
機
関
同
〈
六
七
が
〉
で
為
る
が
、
勾

こ
と
に
な
っ
て
お
号
、
会
長
以
て
い
る
会
長
は
、
一
番
多
い
六
世
帯
、
綾
少
で
は
六
l
九
世
務
接
遜
絡
事
務
に
参
加
す
る
州
問
は
品
判
明
、
は
青
年
後
ハ
九
双
係
〉
端
例

外
申
袋
詰
同
時
砧
同
出
回
出
鮮
が
蓬
接
選
大
怒
市
で
も
約
-
副
部
程
度
で
あ
で
平
均
一
一

l
一
混
世
穂
市
、
あ
少
い
。
仲
間
関
問
分
再
開
〈
九
0
4
乙
融
機
帥
憎
め

挙
で
き
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
る
が
符
内
会
と
し
て
人
を
漂
っ
り
、
総
長
は
き
ま
っ
て
い
な
い
八
、
初
出
門
会
と
抽
出
車
線
綾
磁
総
務
落
知
綿
織
内
七
一
一
派
V

納
税
制
械

の
品
期
間
り
方
脱
出
に
よ
る
相
場
合
も
か
て
い
る
会
は
、
愛
国
で
約
一
録
会
も
あ
る
が
大
滋
は
檎
番
制
酬
に
均
出
門
会
以
外
に
約
際
間
間
体
が
駒
内
会
〈
』
W
C
M沖
)
等
ぷ
傍
立
し
て

な
ち
多
い
、
と
く
に
六
大
都
僻
市
に
す
ぎ
な
い
e

よ
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
内
会
の
融
制
抽
出
に
側
関
係
し
て
い
る
い
る
。
潟
市
門
会
主
鈴
立
相
関
係
に

で
は
品
開
発
料
品
目
丹
市
り
役
員
を
会
員
議
夜
会
長
を
つ
と
め
て
い
る
人
七
、
連
合
組
織
と
れ
を
分
け
て
見
る
と
、
六
大
あ
る
感
知
伸
時
品
、
こ
の
よ
う
に
多

安
鐙
祭
滋
挙
で
き
ゐ
る
場
舎
の
会
長
畿
佳
和
十
数
は
、
一
年
な
町
内
会
の
連
合
組
織
に
入
っ
て
都
市
で
、
大
体
一
一
一
間
凶
作
持
湿
中
小
穫
に
わ
た
る
が
て
二
点
、
昨
町
内

伸

弘

、

出

ふ

畿

南

ハ

削

間

五

%

)

狩

×

×

怒

市

で

、

沼

団

体

、

湾

村

で

五

会

号

線

級

と

金

く

関

門

じ

泌

総

を

空

母

八

き

ょ

く

ら

べ

て

い

川

町

金

制

度

に

つ

い

て

③

x

塁
と
な
っ
て
い
る
g

も
つ
喜
三
く
・
量
品
開
に

も
じ
る
し
く
少
い
ハ
ニ
九
百
戸
V

K

X

関
係
聞
出
体
で
を
同
居
抽
出
に
み
て
も
湾
出
門
会
に
近
い
制
組
織
率
を
も
っ

会
議
〈
代
祭
務
〉
母
務
総
悼
叫
ん
軍

x

x

っ
と
も
多
い
り
注
目
婦
人
会
ハ
九
詔
婦
人
会
で
も
、
環
在
mMA
符
市
内
会

療
品
問
に
み
る
と
品
偶
然
淡
衆
議
が
い
し
日
年
中
市
制
問
の
も
り
が
多
い
い
る
会
は
混
同
開
が
で
、
十
分
組

OMN〉
だ
が
こ
れ
は
六
大
務
湾
問
り
区
援
と
盟
問
じ
か
そ
れ
を
と
え

一
後
多
い
が
ハ
篠
山
車

dと
六
大
ー
が
、
・
と
れ
は
と
く
に
町
村
部
洛
綴
他
さ
れ
て
い
る
と
は
い
主
総
円
七
七
%
)
中
小
務
中
市
ハ
八
八
る
区
崎
棋
を
も
つ
も
む
が
人
G
d戸

線
獲
で
は
荷
縄
文
サ

i
ピ
ス
然
去
に
多
い
の
で
あ
っ
て
、
中
小
怨
ぃ
、
と
の
逮
合
会
凶
弘
、
務
中
前
田
凶
弾
〉
附
吋
材
料
〈
九
人
気
〉
を
透
乙
で
、
一
円
冨
由
総
践
を
代
表
し
て

も
多
く
て
約
半
数
議
、
六
大
都
市
で
は
、
一
般
に
ど
級
餓
申
や
が
斎
く
、
組
織
も
盤
て
い
ず
れ
り
場
合
で
も
お
い
広
い
る
務
捻
と
し
て
は
符
肉
余
り

な
い
ぬ
め
‘
-
開
ふ
都
町
村
部
よ
り
瑞
地
点
防
総
必
年
績
は
機
事
れ
て
い
る
、
迎
合
会
り
ん
融
市
中
を
一
訴
L
て
お
号
、
も
っ
と
も
方
が
や
ふ
す
ぐ
れ
て
い
る
と
い

ー
炎
ぃ
、
入
間
か
ら
手
抑
制
令
受
け
て
曲
拭
は
伎
は
な
い
も
の
が
多
い
が
よ
く
後
ぷ
し
て
い
る
開
出
品
持
と
い
え
る
。

い
る
ム
間
同
拭
は
少
く
、
会
開
平
均
緩
め
て
い
る
総
合
紋
参
加
町
内
え
る
z

制
闘
し
て
い
る
植
物
合
が
多
く
そ
の
ほ
か
川
六
犬
繁
務
に
多
い

織
の
校
時
横
山
M

後
緩
か
ら
の

E
み
ら
れ
る
の
紋
、
時
抑
制
加
協
会

務
機
淑
h
y
q
夜
、
よ
号
も
ハ
七
七
%
》
拙
間
続
繍
間
分
間
出
ハ
ム
ハ
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け
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酬
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向
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24 

2事

持今

槻状

出
血
に
対
し
て
一

ρou向
。
収
納

H
・

申
中
で
あ
h

ツ
遂
訳
収
入
済
師
酬
の
増
験
む

加
が
鶏
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

J
d

m
即
ち
才
入
合
計
は
収
入
済
額
一

j

に
お
い
て
二
四
五
一
一
二
千
円
で
一
匁
駅

あ
れ

J

予
算
に
対
し
て
は
二
九
・
一

rL

一
時
円
五
戸
。
成
演
を
示
し
、
才
人
一

4

昨

年

に

比

し

十

一

Mm増
(

議

入

)

一

言

に

つ

い

て

は

概

ね

健

全

防

一

冴

今

怒

と

れ

た

子

事

員

一

げ

尋

問

吋

つ

つ

あ

る

現

況

に

一

時

j
4
2
4
j
、
a
一一一

'
1
1
4一
言

出

を

き

一

日

議

開

明

会

計

一

殿

む

あ

ら

わ

れ

一

言

門

申

状

況

は

ま

漢

に

永

一

時

…
す
と
お
り
で
あ
る
も
、
今
年
度
一
存
サ

総

点

約

歩

合

室

濯

に

対

し

て

こ

に

お

げ

る

高

の

警

は

才

入

志

向
綴
鞠
朝
一
品
十
四
…
怨
絞
殺
総
予
符
一
句
一
一
阿
川
で
為
争
、

ζ

れ
主
均
一
由
実
絞
及
び
見
込
に
応
じ
て
予
…
ぽ

才
入
品
イ
山
尚
品
仏
汲
絞
し
て
今
滅
的

J

波
紋
状
況
は
樹
党
一
算
執
行
計
画
を
側
関
戎
し
主
要
楽
一

f
ー

品
目
殺
人
ハ
芝
務
〉
一
に
隠
覚
ま
し
い
も
的
と
一
流
え
る
一
様
締
官
銃
点
的
に
突
泌
す
る
た
除

隊
後
淡
料
品
桔
絞
殺
で
あ
る
才
…
主
制
問
臨
吋
に
、
綾
部
品
に
お
け
る
約
m

め
、
災
出
向
叫
閥
的
均
衡
絡
を
闘
争
一

入
m
m
品
供
部
拘
持
拡
吋
才
一
醐
棋
に
一
滅
寸
'
k
…
税
制
蹴
舎
の
繍
制
緩
品
問
な
る
叫
附
織
の
一
円
J
L
才
凶
削
の
執
行
を
爽
総
し
て
一

お
争
で
あ
る
が
、
本
蝋
棋
は
本
年
一
線
開
蹴
に
よ
る
も
の
が
鮪
酬
に
火
金
お
り
、
従
っ
て
摘
抑
制
仙
に
お
け
る
一

i

俊
一
切
さ
門
持
よ
哲
人
三
塁
ご
く
、
今
後
災
々
の
然
醐
麟
凶
仰
ぷ
w
h

一
防
総

mw鵡
燃
は
相
側
ね
滋
刊
紙
約
一
然
に
よ
れ
ッ
、
を
わ
説
話
叩
線
開
繊
紋
一
骨
組
に
お
け
る
紋
入
禁
制
に
対
し
一
土
、
9
生
ず
る
不
均
山
衡
を
調
整
す

言
ま
で
の
繁
鰍
警
護
し
た
一
撃
的
級
協
力

Z関
い
す
る
一
号
、
成
謀
議
絞
り
ま

2
き

予

約

三

喜

警

一

言

量

空

会

之

、

ニ

る

た

め

、

企

む

を

得

議

鐙

で

も
の
で
あ
。
号
、
禁
縁
側
総
よ
り
一
翌
々
で
あ

3働
党
一
の
た
め
、
肉
付
際
的
部
川

iZ綴
護
会
議
総
数
滋
乙
幾
三
玉
二
例
何
一
致
雲
一
舎
六
ご
み
ハ
君
、
一
あ
る
も
加
盟
次
借
入
額
の
淡
町
制
を

務

竺

間

開

設

可

能

臨

時

符

比

一

川

村

山

日

時

五

学

一

話

器

能

的

詐

iuM私

立

休

日

勺

一

司

ベ

き

で

あ

る

と

?

一

も
そ
の
察
室
、
械
部
ね
際
線
ー
も
の
で

J
1
1
J
W
A刈
~
録
制
緩
酬
で
ハ
晶
表
綴
〉
綴
〉
…
仲
間
部
門
緩
和
時
炎
上
と
お
縫
い
代
後
一

あ

ち

愛

護

主

い

て

は

二

で

あ

る

1
め

枚

節

目

予

選

2
ム

に

お

け

る

主

事

芸

芝

主

主

総

一

雪

量

級

言

動

力

で

あ

妻
子
議
町
議
定
附
議
し
て
炎
三
0
0
%
を
一
試
し
て
お
り
以
F
d廿
入
、
玄
関
の
樹
総
統
ム
許
b

系
し
…
の
防
養
護
め
状
況
に
つ
い
て
子
、

EJ尚
持
論
削
除
滋
一
銭
的
パ
ロ

一一一

O
M河
合
同
議
敏
感
闘
を
で
一
致
制
収
入
に
お
い
て
も
問
機
の
減
…
允
も
の
で
あ
れ
，
、
総
淡
に
お
け
メ
ー
タ
ー
で
あ
る
い
い
と
h
緩
い

て
お
事
、
臨
時
年
関
同
期
に
お
け
る
ふ
怖
い
で
あ
る
為
、
い
ず
れ
も
糊
刷
る
才
叫
則
。
執
行
計
衡
に
議
〈
帆
綱

地
方
自
治
盗
品
々
ニ
師
間
同
開
条
芳
一
演
の
銭
安
並
び
に
我
孫

子
符
時
前
夜
家
出
摘
の
作
成
及
び
公
表
に
相
関
す
る
条
例
v
h
茎

き
、
昭
和
一
一
一
十
一
一
年
八
万
一
宮
滋
容
を
も
っ
て
設
孫
子
常

に
お
け
る
総
数
命
事
情
を
友
お
り
と
お
号
公
表
い
た
し
ま

す。
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l警気iス語

款

掛
十
校
建
築
及
び
町
晶
画
住
宅

由
建
築
帥
曹
の
た
め
に
使
用
事
れ

た
も
り
が
そ
の
大
学
を
占
め
て

お
り
、
シ
」
百
組
閣
僚
に
つ
い
て
は

今
後
大
い
に
増
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
か

t
思
わ

れ
ま
す
。

耳
、
一
一
時
借
入
金
申
欽
相
関
門
珍

七
議
〉

本
薮
は
本
町
に
お
け
る
紡
滋

割
問
畿
の
た
め
鋒
政
省
よ
り
借
入

れ
た
も
り
で
あ
り
、
品
論
審
議

の
執
行
及
び
歳
入
申
決
相
山
崎
苛
に

(1) 

::t 

))1 

策

*;=議

が

も

下

線

級

機

も
多
い
k
い
う
は
っ
曾
号
し
た
椀
開
制
鰍
蹴
駄
な
ど
柏
町
内
会
の
下
級

民持

長話

段付歩、、τIS母、

47 



高
性
l

湖
北
捕
に
新
駅

住
民

48 

/lZ 

言語/lZ 

ら
な
い
だ
け
的
対
え
が
必
姿
で

あ
る
こ
と
は
今
樹
氏
以
し
ょ
げ
る

裁

で

し

ょ

う

か

?

と

こ

で

げ

ま

で

も

あ

り

ま

せ

ん

。

さ
ん
と
一
殺
に
湾
へ
て
H
M
を

し

一

新

生

お

泌

総

v
h
d
一
つ
の
ス
ロ

ょ
う
e

字
げ
か
浅
ま
し
た
0

1

ガ
シ
を
議
げ
て
お
つ
ま
す
が

そ
抱
一
つ
は
凶
日
か
ら
地
れ
ぬ
こ
れ
は
本
町
の
人
口
宏
一
一
万
そ
り
一
つ
『
録
駄
安
翁
い
て
好

機
ゑ
知
的
一
千
億
の
淡
制
棋
が
お
況
や
人
と
し
て
一
人
諮
一
宇
品
約
六
品
開
し
ま
し
ょ
う
し
は
今
す
く
か

竹内…
M
W
所

得

雲

市

古

く

な

生

的

を

山

明

る

く

し

鐙

か

に

す

る

主
級
協
円
以
芸
浴
し
て
参
争
ま
虫
J
蓄

註

今

を

結

成

し

談

し

よ

う

し
た
ゆ
で
続
殺
す
る
唱
に
絶
好
冨
沢
一

1
-
a

。
待
機
を
為
争
ま
す
か
千
隠
れ
り
貯
金
が
あ
る
許
認
に
な
ら
で
も
一
人
で
マ
も
阪
市
消
ま
す

こ
の
惑
も
気
炎
悦
樹
投
与
'
る
よ
う

h
J
ま
す
。
こ
の
M

貯
に
簡
に
も
汚
か
ら
、
と
の
チ
ヤ
ゾ
ス
b
k
w
鵡
さ

に
附
貯
金
制
組
が
務
。
削
に
燃
え
又
助
如
き
ま
し
た
侵
入
の
r村
山
開
絞
殺
が
ず
然
殺
を
省
い
て
貯
A
m
し
ま
し

会
す
る
入
迷
も
ど
ん
ど
ん
鍛
え
る
る
り
で
す
か
ら
こ
め
激
務
の
よ
う
。
私
達
申
貯
裁
が
川
肉
食
時
閣

で
お
ち
ま
す
。
抗
出
佼
に
な
る
の
で
な
い
か
色
慾
く
す
る
た
め
の
一
認
を
劉
う
こ

そ

れ

で

は

今

我

孫

子

符

に

は

い

ま

す

。

主

に

な

る

の

で

す

'eι

vc
の

依

り

問

削

設

が

ゐ

る

で

し

ょ

溺

く

・

た

め

こ

の

貯

A

闘
を
一
す
る
た
め

う
か
?
繍
人
母
貯
金
串
緩
は
っ
て
も
間
闘
に
州
側
問
問
削
灯
滋
同
組
合
滋
が
あ
れ
ツ
ま

。
。




